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中央家畜保健衛生所の起工式について 
 

県では、岐阜大学との連携協定（※１）に基づき、家畜衛生に関する連携事業の拠点として、

岐阜県中央家畜保健衛生所（※２）の移転整備を進めており、このたび、下記のとおり起工式

を行いますので、お知らせします。 

家畜保健衛生所が国立大学法人の敷地内に設置されるのは、全国初の事例となります。 

 

記 

 

１ 起工式の概要 

 

（１）開催日時  平成２８年１月２７日（水） 午前１０時から（１時間程度） 

          ※雨天決行         

 

（２）会  場  新施設建設予定地（岐阜市柳戸１－１）  

※国立大学法人岐阜大学 （別紙 会場位置図参照） 

 

（３）出 席 者  県関係（知事、岐阜県議会議長、農林委員長）、大学関係（学長、理事） 

地元関係者、施工業者 他 

約６０名 

 

２ 中央家畜保健衛生所の整備概要 

 

（１）整備目的 

  岐阜大学の敷地内に最新の設備を備えた家畜保健衛生所を整備するとともに、施設内

に大学の家畜衛生研究部門が入居することにより、県と大学との連携拠点を構築し、本

県の家畜防疫体制等のさらなる強化を図る。 

 

（２）整備内容 

  場  所  岐阜市柳戸１－１ （岐阜大学敷地内） 

  敷地面積  ４，２５１㎡ 

  延床面積  ２，９７２㎡ 

棟  名 構  造 階数 延床面積 

本館棟 鉄筋コンクリート造 ３ 2,242.56 ㎡ 

解剖棟 鉄筋コンクリート造 １ 323.75 ㎡ 

公用車車庫棟（防疫資材庫等含む） 鉄骨造 ２ 352.38 ㎡ 

付属棟（車両消毒棟、小動物飼育舎等） 鉄骨造 １    53.69 ㎡ 
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  県事業費  約１６億円 

（内訳） 建設工事 約１４億円、その他（土地造成工事等）約２億円 

 

（３）整備スケジュール 

平成２６年度 基本・実施設計 

平成２７年度 造成工事   （平成２７年 ６月～１２月） 

 建築工事   （平成２８年 １月～１２月） 

平成２８年度 建物竣工   （平成２８年１２月） 

機器移転等  （平成２９年 １月～３月） 

平成２９年度 業務開始   （平成２９年 ４月） 

 

３ 新施設の整備に伴って強化する機能 

 

（１）県と岐阜大学との連携体制の強化 

◇家畜伝染性疾病発生時の共同対応や家畜生産衛生指導の強化 

  ・本館３階に大学側の連携窓口「岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携

教育研究センター」が入居し、家畜疾病の原因究明や診断法等の共同研究を推進 

◇学生のインターンシップや現場対応型の実習による産業動物獣医師（※３）の育成 

 

（２）家畜保健衛生所の機能強化 

◇検査室の面積拡大（６１３ｍ２→ ７２５ｍ２）、部門別の専用の検査室の設置（２１

室 → ３１室）、遺伝子診断装置等の高度な検査機器の導入（２台→３台）等により、

精度の高度化、検査の迅速化を実現 

 

（※１）県と岐阜大学との連携協定 

〇 平成２６年３月２０日、岐阜大学と「家畜衛生に係る教育と防疫等の連携に関する

協定」を締結し、岐阜大学と県の学官連携拠点と位置付ける中央家畜保健衛生所を整

備することとしています。 

〇 連携事業の柱として、次の内容を想定しています。 

① 家畜衛生の教育に関すること 

  現場対応実習、卒後研修等により、学生の畜産業・畜産行政に対する関心を深

め、産業動物獣医師を育成します。 

② 家畜疾病等の学術研究に関すること 

   家畜の病気の原因究明のための検査、診断、解剖等や研究を共同で行います。 

③ 家畜の防疫・保健衛生対策に関すること 

大学の有する知見を生かして、畜産農場の生産衛生指導の強化、病性鑑定技術

の高度化を図ります。 

 

（※２）家畜保健衛生所とは 

〇 家畜保健衛生所法で都道府県に設置が義務付けられている機関で、畜産農場におい

て、家畜の病気の検査や予防、保健衛生指導などを行っています。 

〇 現在県内には４つの家畜保健衛生所（※）がありますが、今回は、中央家畜保健衛生

所（高度病性鑑定センターを含む）を移転します。 

(※) 中央家畜保健衛生所（本所（大垣市）及び高度病性鑑定センター（岐阜市））、中濃家畜保

健衛生所（美濃加茂市）、東濃家畜保健衛生所（恵那市）、飛騨家畜保健衛生所（高山市） 

 

（※３）産業動物獣医師とは 

〇 地方公共団体等において、家畜の診療や防疫を担う獣医師です。 

〇 全獣医師の約２割が産業動物獣医師で、残り８割は、動物病院で犬、猫等の小動物

を扱う獣医師や食肉の衛生監視を行う獣医師等です。 
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（別紙） 

【起工式 会場位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【岐阜県中央家畜保健衛生所イメージ図】 

 

 

 

 

本館 １階：事務室・会議室・検査室  ２階：高度病性鑑定検査室 

 ３階：岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育研究センター 

起工式会場 

N 

岐阜大学 

本館棟 

（３階建） 

解剖棟 

（１階建） 

公用車車庫棟 

（２階建） 

(C) 岐阜県 

付属棟 

（車両消毒棟） 


